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論文内容の要約

非伝統的居住地域における朝鮮族コミュニティの研究

――社会的・経済的資源の相互依存の視点から

ナン ギョクケイ

南 玉瓊

【全体要旨】

本稿は、非伝統的居住地域における朝鮮族コミュニティの形成・維持のメカニズムを明らか

にすることを目的にしている。そのため、伝統的居住地域としてハルビン市を、非伝統的居住

地域として深圳市、青島市、燕郊鎮を調査地域に選定し、朝鮮族コミュニティ内部の原因、中

国の地域による民族政策的影響、韓国はじめ外国からの影響という三つの方面からコミュニテ

ィの形成・維持のメカニズムを究明している。

研究方法としては、エスニック・コミュニティ論における原初性論と道具論を組み合わせた

うえで、エスノ・シンボリズム論的な視角も取り入れた。また、レイモンド・ブレトンの提起

した、エスニック・コミュニティを見るうえでの団体の重要性という視点を受け継いでいる。

さらに、本稿ではソーシャル・キャピタルを補充・強化する資源という視点をも取り入れた。

そこから、国内外の社会的資源と経済的資源が相互依存するという視点を提起し、かつ、四地

域の朝鮮族コミュニティを比較するマルチサイティッド・エスノグラフィーの手法を用いた。

論証過程としては、まず、中国の民族政策及びそれが中国朝鮮族コミュニティに及ぼす影響

を考察し、伝統的居住地域と非伝統的居住地域の社会状況を確認した。次に、伝統的居住地域

と非伝統的居住地域の朝鮮族コミュニティの形成・維持プロセスをハルビン市、深圳市、青島

市、燕郊鎮を例に、それぞれ考察して、最後に各地の特徴を浮き彫りにしている。

その結果、以下のことが明らかになった。第一に、非伝統的居住地域における朝鮮族コミュ

ニティは、社会的団体の生み出す社会的資源と経済的団体の生み出す経済的資源の相互作用の

結果である。第二に、非伝統的居住地域における朝鮮族コミュニティは地域ごとの特徴を持つ。

すなわち、深圳市の朝鮮族コミュニティは、経済的資源の創出に熱心であるのに対し、燕郊鎮

では中国政府との連携が強く、青島市では、外国との強い連携で社会的資源の創出が活発に行

われている。

【目的と章構成】

民族の移動とエスニック・コミュニティの変化に関して、様々なエスニック集団に関する研
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究がなされてきた。コリアンについても、コリアン・ディアスポラ研究として、朝鮮半島から

全世界に向けて、移動とエスニック・コミュニティについての研究が進められている。そうし

た観点から、中国朝鮮族についても国内移動、国際移動ともに先行研究がある。だが、中国朝

鮮族の国内移動とエスニック・コミュニティの変化に関する研究は、一地域を対象とするもの

に限定されており、普遍化や類型化がなされていないという課題が存在する。したがって、本

稿においては、非伝統的居住地域における朝鮮族コミュニティの形成・維持の要因を、コミュ

ニティの内的メカニズムに力点を置きながら、中国及び国際社会における社会的要素と経済的

要素の相互作用という観点から明らかにすることを目的にしている。

本稿は序章と終章を除くと、五つの章からなっている。第一章では、中国朝鮮族の中国にお

ける政策的な位置づけを紹介している。第二章では、朝鮮族の伝統的居住地域のコミュニティ

の維持プロセスを提示し、次に出てくる非伝統的居住地域の朝鮮族コミュニティの説明に対す

る比較の章にしておいた。第三章から第五章までは、それぞれ深圳市、青島市、燕郊鎮を事例

として非伝統的居住地域の朝鮮族コミュニティの形成の原因とプロセスと実態を叙述した。そ

して本稿を締めくくる終章では、伝統的居住地域と非伝統的居住地域、さらには非伝統的居住

地域に属する三地域の比較を行うことによって、伝統的居住地域と非伝統的居住地域における

朝鮮族コミュニティの形成原因の共通性と相違点、非伝統的居住地域における朝鮮族コミュニ

ティの形成原因の共通性と相違点を明らかにするなど、本稿の議論をまとめている。

【各章要約】

第一章では、まず、中国における民族政策とエスニック・コミュニティとの関係について考

察した。次に、伝統的居住地域と非伝統的居住地域における朝鮮族の社会状況を比較した。第

三に、本稿の中心内容になる非伝統的居住地域における朝鮮族コミュニティの分析に入るため

の基礎として、深圳市、青島市、燕郊鎮それぞれにおける朝鮮族の社会状況を比較分析した。

第二章では、ハルビン市朝鮮族コミュニティを例に、伝統的居住地域の朝鮮族コミュニティ

の特徴を描いた。その結果、ハルビン市朝鮮族コミュニティの維持・衰退原因が明らかになっ

た。一つは、社会的紐帯と経済的紐帯との間の相互転換がさほど協力ではないことで、もう一

つは、ナショナルな側面の影響が経済面においても社会面においても強力であることである。

第三章では、深圳市朝鮮族コミュニティの形成・維持の原因とメカニズムを解明するために、

広東省朝鮮民族聯合会という社会的団体と、OKTA 深圳支部という経済的団体の活動を本稿の分

析枠組に照らしながら分析した。その結果、以下のことが明らかになった。すなわち、深圳市

朝鮮族コミュニティの形成・維持メカニズムは、国内外社会的・経済的資源の相互依存モデル

で説明可能であり、その特徴は、ローカル及びグローバルな側面における経済的要素の役割が

強いことである。

第四章では、青島市朝鮮族コミュニティの形成・維持の原因とメカニズムを解明するために、
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青島市正陽学校、西園庄朝鮮族小学校という社会的団体と、青島市朝鮮族企業協会、OKTA 青島

支部という経済的団体の活動を分析した。その結果、以下の二点が明らかになった。青島市朝

鮮族コミュニティも深圳市同様、国内外社会的・経済的資源の相互依存モデルで解釈可能であ

る。次に、青島市朝鮮族コミュニティの形成・維持においては、ローカルな側面の社会的要素、

ナショナルな側面の経済的要素、グローバルな側面の社会的要素の三つの要素が組み合わせら

れ、役割を果たしていることが特徴的である。

第五章では、燕郊鎮朝鮮族コミュニティの形成・維持の原因とメカニズムを解明するために、

京東朝鮮族経済文化発展聯合総会、三河光大学校という社会的団体と、三河京東企業家聯合会、

OKTA 三河支部という経済的団体の活動を、本稿の分析枠組に沿って分析した。その結果、以下

のことが明らかになった。燕郊鎮朝鮮族コミュニティは、コミュニティ内部の資源交換をベー

スに持ちつつ、中国政府からの社会的・経済的資源の流入が大きく燕郊鎮朝鮮族コミュニティ

の形成・維持に影響を与えている。また、韓国はじめ外国からの社会的・経済的資源流入によ

る影響もあるが、比較的に顕著ではない。

終章では、本稿の結論と意義を示した。本稿の結論は、さらに、非伝統的居住地域における

朝鮮族コミュニティの形成・維持原因の共通モデル、非伝統的居住地域における朝鮮族コミュ

ニティの形成・維持原因の地域ごとの特徴、伝統的居住地域と非伝統的居住地域における朝鮮

族コミュニティの形成・維持原因の差異に分けてまとめた。

【まとめ（結果、考察）】

以上のような論証の下で、以下のことが明らかになった。第一に、非伝統的居住地域におけ

る朝鮮族コミュニティは内部の社会的・経済的資源相互依存メカニズムに、中国政府の政策的

な要因および外国からの社会面・経済的な影響が加わった国内外社会的・経済的資源の相互依

存メカニズムが創出されることで形成・維持されている。第二に、非伝統的居住地域における

朝鮮族コミュニティには上記の共通性も存在するが、地域ごとの特徴も持っている。すなわち、

深圳市朝鮮族コミュニティではローカルとグローバルな経済的要素が、青島朝鮮族コミュニテ

ィではローカルとグローバルな社会的要素とナショナルな経済的要素が、燕郊鎮朝鮮族コミュ

ニティではナショナルな社会的要素が重要な役割を果たしている。第三に、伝統的居住地域と

非伝統的居住地域の朝鮮族コミュニティの間に差異が存在し、その差異は大きく三点ある。①

非伝統的居住地域の社会的要素と経済的要素の相互転換・依存度がより強い。②伝統的居住地

域のナショナルな政策的要素の役割がより強い。③非伝統的居住地域のグローバルな要素の役

割がより強い。

なお、本稿の独創性と意義は以下の通りである。まずは独創性である。本稿は、複数地にお

ける朝鮮族コミュニティの調査を踏まえたマルチサイティッド・エスノグラフィーである。コ

ミュニティ研究では、従来、一つの地点における調査に基づく研究が主流であったが、近年で
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は、条件の異なる複数の地点における現地調査を踏まえて、その共通点と相違点、場所を越え

て結びつくネットワークなどを議論する研究も登場してきた。本稿は、複数地の調査に基づく

研究であり、各都市・地域の朝鮮族（ローカル）、中国（ナショナル）、韓国及びその他世界

（グローバル）という複数の文脈において、朝鮮族にかかわる社会的団体と経済的団体が、ど

のように朝鮮族の人々を結び付け、いかなるコミュニティを形成するかを解明した。したがっ

て、このような複数拠点三層構造は本稿の方法上のオリジナリティであるといえる。

次に、本稿の持つ意義である。第一に、非伝統的居住地域における朝鮮族コミュニティに関

する先行研究は、もっぱら経済的団体の役割に焦点が当てられてきたが、本稿では、社会的団

体の朝鮮族コミュニティにおける重要性を示すことができた。第二に、複数地域の中国朝鮮族

コミュニティを比較研究することにより、中国における朝鮮族コミュニティの全体像により接

近することができた。第三に、中国の非伝統的居住地域における朝鮮族コミュニティに関して、

共通のモデルがなかったところを、本稿で「国内外社会的・経済的資源の相互依存モデル」を

提起し、かつ、非伝統的居住地域における地域ごとの特徴を示すことができた。
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